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本　会　議

平成27年第1回定例会
（3月3日～ 3月20日）

◆◆傍聴者数：１０３人◆◆

議案件数と結果

★平成27年度各種会計予算を可決
★議員の定数を定める条例等を改正
　　議員定数と政務活動費を削減
　　議員報酬を増額

平
成
27
年
度
予
算
総
額

１
８
８
億
４
０
０
０
万
円

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会

計
予
算
の
総
額
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
８
８
億

４
０
０
０
万
円
で
、
前
年

度
当
初
予
算
に
比
べ
て

３
．
８
％
、
６
億
９
０
０

０
万
円
の
増
と
な
り
ま

す
。（
４
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

　

平
成
27
年
度
か
ら
の
新

規
事
業
と
し
て
、
空
き
家

調
査
事
業
、
産
業
祭
補
助

事
業
、
小
中
一
貫
教
育
推

進
事
業
な
ど
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

議
員
定
数
４
人
減
員
、
議

員
報
酬
５
万
円
増
額

　

定
例
会
最
終
日
に
、
議

員
定
数
等
調
査
特
別
委
員

会
か
ら
、
那
珂
市
議
会
議

員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

等
の
一
部
改
正
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
提
案
内
容

は
、
議
員
定
数
を
４
人
減

員
、
議
員
報
酬
を
月
額
５

万
円
増
額
、
政
務
活
動
費

を
月
額
１
万
円
減
額
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に

よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
12
、13
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

地
方
創
生
等
に
関
す
る
補

正
予
算
を
追
加

　

定
例
会
最
終
日
に
、
平

成
26
年
度
の
補
正
予
算
が

追
加
さ
れ
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
億
６
１
７
６
万

６
０
０
０
円
が
増
額
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
補
正
は
、

平
成
26
年
度
地
域
住
民
生

活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の

交
付
金
を
活
用
し
た
各
事

業
の
事
業
費
を
増
額
す
る

も
の
で
、
平
成
27
年
度
に

繰
り
越
さ
れ
ま
す
。（
３
、

10
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

３月３日　本会議
　　　　　（閉会中の委員会報告、
　　　　　平成27年度施政方針、
　　　　　議案の上程など）

３月５日　本会議
　　　　　（一般質問　５名）

３月６日　本会議
　　　　　（一般質問　２名、
　　　　　議案の委員会付託など）
　　　　　議会運営委員会

３月10日　総務生活常任委員会

３月11日　産業建設常任委員会

３月12日　教育厚生常任委員会

３月19日　議会運営委員会
　　　　　全員協議会

３月20日　本会議
　　　　　（委員長報告、議案等の
　　　　　採決など）

市長提出議案等（49件）

条例関係　　26件（すべて可決）

予算関係　　16件（すべて可決）
その他　　　７件（可決、同意、執行部
議案等　　　から報告）

議員提出議案等（４件）

条例関係　　３件（可決）

その他　　　１件（指名推選当選）
（選挙）

議員定数等調査特別委員会の委員長から　

調査の結果が報告されました（３月３日）
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本　会　議

人
権
擁
護
委
員

　

園
部　

昌
俊

　

秋
山　

春
男

　

任
期

　

平
成
27
年
７
月
１
日

〜
平
成
30
年
６
月
30
日

政
治
倫
理
審
査
会
委
員

　

小
田
部　

啓
文

　

武
井　
　

登

　

綿
引　

秀
榮

　

川
﨑　

敏
明

　

鈴
木　

一
三

　

木
村　
　

弘

　

任
期

　

平
成
27
年
４
月
１
日

〜
平
成
29
年
３
月
31
日

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員

　

武
藤　

博
光

　

任
期

　

平
成
27
年
３
月
20
日

〜
平
成
28
年
３
月
９
日

※金額は千円台を四捨五入したものです。▲は減額です。

補 正 予 算

人　　事　（敬称略）

会　計　名 補　正　額 主な補正内容 補正後の総額

一般会計補正予算
（第７号）

▲1億1,991万 8千円
臨時福祉給付金支給事業の
減額など

184億 8,109万　　円

国民健康保険特別会計
（事業勘定）補正予算
（第３号）

6,331万9千円
一般被保険者療養給付費の
増額など

59 億 3,454万7千円

下水道事業特別会計
補正予算（第４号）

▲1億 　451万4千円
公共下水道整備事業の減額
など

22億 9,985万2千円

農業集落排水整備事業
特別会計補正予算
（第４号）

▲3,117万　　円
単独災害復旧事業の減額な
ど

7億 8,192 万4千円

介護保険特別会計
（保険事業勘定）
補正予算（第４号）

▲5,476万1千円
介護サービス給付事業の減
額など

42億 8,392 万1千円

上菅谷駅前地区土地
区画整理事業特別会計
補正予算（第２号）

▲ 2,550万　　円 区画整理事業費の減額 1億 6,051万9千円

一般会計補正予算
（第８号）

1億 6,176万 6千円

国の地域住民生活等緊急支
援のための交付金に関連する
事業の事業費の増額
プレミアム付商品券発行事業
など

186 億 4,285万 6千円

平成２６年度補正予算７件を原案のとおり可決



4那珂市議会だより №45

平成27年度　一般会計予算（歳入内訳）

平成27年度　一般会計予算（歳出内訳）

▲は減額

▲は減額

予 算

予算区分 27年度当初 構成比(%) 前年比較増減
市税 65億9,777万円 35.0 ▲ 1億   706万円
地方交付税 38億3,400万円 20.4 8,290万円
国庫支出金 23億7,634万円 12.6 2億6,838万円
市債 17億    10万円 9.0 8,894万円
県支出金 13億6,788万円 7.3 1億7,274万円
地方消費税交付金 7億7,204万円 4.1 2億   319万円
繰入金 6億4,046万円 3.4 ▲ 1,609万円
諸収入 4億1,930万円 2.2 2,031万円
分担金及び負担金 2億6,995万円 1.4 ▲ 657万円
繰越金 2億5,000万円 1.3 0万円
地方譲与税 2億4,960万円 1.3 ▲ 5,840万円
使用料及び手数料 1億9,499万円 1.0 ▲ 462万円
配当割交付金 4,747万円 0.3 2,231万円
自動車取得税交付金 3,470万円 0.2 370万円
地方特例交付金 2,980万円 0.2 150万円
株式等譲渡所得割交付金 2,206万円 0.1 2,032万円
財産収入 1,384万円 0.1 188万円
利子割交付金 1,000万円 0.1 ▲ 301万円
交通安全対策特別交付金 810万円 0.0 ▲ 40万円
ゴルフ場利用税交付金 160万円 0.0 0万円
寄付金 0万円 0.0 0万円
合計 188億4,000万円 100.0 6億9,000万円

予算区分 27年度当初 構成比(%) 前年比較増減
民生費 64億3,146万円 34.1 4億1,620万円
土木費 27億7,327万円 14.7 2億2,888万円
総務費 22億6,544万円 12.0 ▲ 2億   668万円
教育費 20億6,947万円 11.0 3億2,683万円
公債費 17億   860万円 9.1 ▲ 2億1,811万円
衛生費 13億   149万円 6.9 7,562万円
消防費 10億4,748万円 5.6 3,800万円
農林水産業費 8億2,115万円 4.4 5,183万円
議会費 2億3,269万円 1.2 892万円
商工費 1億6,894万円 0.9 ▲ 3,148万円
予備費 2,000万円 0.1 0万円
災害復旧費 1万円 0.0 0万円
諸支出金 1万円 0.0 0万円
合計 188億4,000万円 100.0 6億9,000万円

一般会計　１８８億４，０００万円

各種特別会計　１５４億１，９００万円

平成２７年度予算

※一般会計、特別会計、水道事業会計、いずれの金額も千円台を四捨五入したものです。
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平成27年度　特別会計予算

平成27年度　一般会計予算における各予算区分の構成比

▲は減額

予 算

平成27年度　水道事業会計予算

収支区分 予算額 収支区分 予算額

収 益 的 収 支
収　　入 11億9,820万円

資 本 的 収 支
収　　入 4億  508万円

支　　出 10億7,815万円 支　　出 8億8,729万円

会計区分 主な内容 予　算　額 前年比較増減

国民健康保険特別会計
（事業勘定）予算 国民健康保険加入者の医療費 68億2,400万円 10億9,000万円

下水道事業
特別会計予算 下水道の整備、維持管理費 25億1,900万円 1億8,900万円

公園墓地事業
特別会計予算 市営公園墓地の維持管理費 1,300万円 100万円

農業集落排水整備事業
特別会計予算

農業集落地区の下水道の整備、維持
管理費 10億1,500万円 2億   400万円

介護保険特別会計
（保険事業勘定）予算 介護保険加入者の介護サービス費用 44億   500万円 9,500万円

上菅谷駅前地区土地区画
整理事業特別会計予算 上菅谷駅前地区の区画整理事業費 1億2,400万円 ▲ 6,100万円

後期高齢者医療
特別会計予算 75歳以上の高齢者の医療費 5億1,900万円 500万円

合　　　　計 154億1,900万円 15億2,300万円

◆歳入◆歳出
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議 案 の 議 決 結 果 一 覧

議 案 審 議

執 行 部 提 出 議 案 等

件　　名 結果 内　　容

報　　告

第1号
専決処分について（那珂市国民健康保険
条例の一部を改正する条例）

承認
国民健康保険法施行令の改正に伴う条例の一部改正。出産育児
一時金の金額を見直すもの。

議　　案

第1号
那珂市行政手続条例の一部を改正する条
例

可決
行政手続法の一部改正により、許認可権限の根拠を明示するこ
と、行政指導の中止、及び処分等を求めることができることと
したもの。

第2号
那珂市総合開発審議会設置条例の一部を
改正する条例　

可決

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴い、
教育長の役割などが改正されるため、関係条例について所要の
改正を行うもの。

第3号
那珂市職員定数条例の一部を改正する条
例

可決

第4号
那珂市特別職の職員で非常勤のものの報
酬及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例　

可決

第5号
那珂市証人等に対する実費弁償に関する
条例の一部を改正する条例

可決

第6号
那珂市特別職報酬等審議会条例の一部を
改正する条例

可決

第7号
那珂市特別職の職員で常勤のものの給与
及び旅費に関する条例の一部を改正する
条例　

可決

第8号
那珂市職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例

可決
市職員の給与について、人事院勧告に伴う給与表の改訂、及び
単身赴任手当の追加など諸手当の在り方を含めた給与制度の総
合的見直しを行うもの。

第9号
那珂市職員の特殊勤務手当に関する条例
の一部を改正する条例

可決
市職員の特殊勤務手当について、技術又は建設業務に従事する
職員、及び福祉事務所の現業員として業務に従事する職員の特
殊勤務手当を月額から日額とするために改正するもの。

第10号
那珂市福祉事務所設置条例の一部を改正
する条例　

可決 次代の社会を担う子どもの健全な育成を図るための次世代育成
支援対策推進法等の一部改正により、母子及び寡婦福祉法の法
律名が変更されたことに伴い、関係条例の一部を改正するもの。第11号

那珂市医療福祉費支給に関する条例の一
部を改正する条例

可決

第12号
那珂市保育所設置条例の一部を改正する
条例

可決
那珂市額田保育所が民営化されることに伴い、那珂市保育所設
置条例の別表を改正するもの。

第13号
那珂市放課後学童保育対策事業条例の一
部を改正する条例

可決
本米崎学童保育所が、横堀学童保育所に統合されること、及び
学童保育所の入所対象児童が小学校6年生までに拡大されること
に伴う条例の一部改正。

第14号
那珂市介護保険条例の一部を改正する条
例

可決
平成27年度から29年度までの介護保険料を定めるとともに、介
護保険法の改正に伴い、介護予防支援事業者の指定要件を新た
に規定するもの。

第15号
那珂市指定地域密着型サービスの事業に
関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例

可決
介護保険法施行規則、及び厚生労働省令が改正されたことに伴
い、条例について一部文言の追加、及び見出しの変更を行うもの。

第16号
那珂市指定地域密着型介護予防サービス
の事業に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例　

可決
介護保険法の一部改正に伴い、条例中の引用条項を改正するも
の。

第17号
那珂市保育所保育所医設置条例を廃止す
る条例

可決
新たに保育所医及び保育所歯科医の任用等に関する規則を制定
するため、条例を廃止するもの。

第18号
那珂市保育所の保育に関する条例を廃止
する条例　

可決
子ども・子育て支援法の施行に伴い、条例の内容が新たに制定
された那珂市保育の必要性の認定の基準を定める規則に含まれ
るため、条例を廃止するもの。

第19号
那珂市教育委員会教育長の給与及び勤務
時間その他の勤務条件に関する条例を廃
止する条例　

可決
地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴い、
教育長の役割などが改正されるため、廃止するもの。

第20号 市長の給料月額の特例に関する条例　 可決
市長の給与について、平成27年4月1日から平成31年2月12日まで、
10％減額する特例を定めるもの。

第21号
那珂市駅前自転車等駐車場の設置及び管
理に関する条例

可決
市内の水郡線の6駅7カ所の市営自転車等駐車場の設置、及び管
理を明確にするための条例を制定するもの。
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議　員　提　出　議　案　等

件　　名 結果 内　　容

選　　挙

第1号 茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員一般選挙 当選 3ページを参照

発　　議

第1号 那珂市議会議員の定数を定める条例等の一部を改正する条例 可決 13ページを参照

第2号 那珂市議会委員会条例の一部を改正する条例 可決
地方教育行政の組織及び運営
に関する法律の一部改正に伴
い、所要の改正を行うもの。

第3号 那珂市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例 可決 支出経費区分を改めるもの。

執 行 部 提 出 議 案 等

第22号
那珂市地区交流センターの設置及び管理
に関する条例

可決
平成27年4月に木崎地区交流センターが設置されることに伴い、
額田地区交流センターを含めた地区交流センターの設置及び管
理に関する条例を制定するもの。

第23号
那珂市地域包括支援センターにおける包
括的支援事業の実施に関する基準を定め
る条例　

可決 介護保険法の改正に伴い、地域包括支援センターにおける包括
的支援事業、及び指定介護予防支援等の事業に関する基準が市
の条例に委任されることになったため、国の基準を踏まえ、新
たに条例を制定するもの。第24号

那珂市指定介護予防支援等の事業に関す
る基準を定める条例

可決

第25号
那珂市教育委員会教育長の勤務時間その
他の勤務条件及び職務に専念する義務の
特例に関する条例

可決
地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定に基づき、那
珂市教育委員会教育長の勤務時間等に関する条例を制定するも
の。

第26号 那珂市立幼稚園保育料徴収条例 可決
子ども・子育て支援法の規定により、幼稚園の保育料が、利用
者世帯の応能負担による額と決定されたため、条例の全文を改
正するもの。

第42号
公の施設の広域利用に関する協議につい
て

可決
公の施設の広域利用に関する協定に、城里町のコミュニティセ
ンターを追加するもの。

第43号 指定管理者の指定について 可決
常陸鴻巣駅ふれあい駅舎の指定管理者について、引き続き常陸
鴻巣駅ふれあい駅舎ワーキング委員会を指定するもの。

第44号 市道路線の認定について 可決
開発行為による道路の市への帰属により、2路線の道路を認定す
るもの。

第46号
戸籍に係る電子情報処理組織の事務の受
託について

可決
戸籍情報システムを他自治体と共同利用するため、つくばみら
い市、小美玉市、茨城町、五霞町から事務を受託するもの。

第47号 人権擁護委員の推薦について 可決 委員2名の任期満了に伴い、同委員を再推選するもの。

同　　意

第1号
那珂市政治倫理審査会委員の委嘱につい
て

同意
委員の任期満了に伴い、有識者3名、公募者3名の計6名を委員に
委嘱するもの。

予　算　関　係

件　　名 結果 内　　容

議　　案

第27号 平成26年度那珂市一般会計補正予算（第7号） 可決

平成26年度
各種会計補正予算
（3ページを参照）

第28号 平成26年度那珂市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第3号） 可決

第29号 平成26年度那珂市下水道事業特別会計補正予算（第4号） 可決

第30号 平成26年度那珂市農業集落排水整備事業特別会計補正予算（第4号） 可決

第31号 平成26年度那珂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第4号） 可決

第32号 平成26年度那珂市上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計補正予算（第3号）　 可決

第33号 平成27年度那珂市一般会計予算 可決

平成27年度
各種会計予算
（4、5ページを参照）

第34号 平成27年度那珂市国民健康保険特別会計（事業勘定）予算 可決

第35号 平成27年度那珂市下水道事業特別会計予算 可決

第36号 平成27年度那珂市公園墓地事業特別会計予算 可決

第37号 平成27年度那珂市農業集落排水整備事業特別会計予算 可決

第38号 平成27年度那珂市介護保険特別会計（保険事業勘定）予算 可決

第39号 平成27年度那珂市上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計予算 可決

第40号 平成27年度那珂市後期高齢者医療特別会計予算 可決

第41号 平成27年度那珂市水道事業会計予算 可決

第45号 平成26年度那珂市一般会計補正予算（第8号） 可決 3ページを参照

議 案 審 議
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議 案 審 議

賛成多数により議決した議案

総
務
生
活
常
任
委
員
会

◎
戸
籍
に
係
る
電
子
情
報

処
理
シ
ス
テ
ム
の
共
同
化

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
報
告
事
項
）

　

戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
及
び
業
務

継
続
性
の
向
上
、
経
費
の

削
減
を
目
的
と
し
て
、
戸

籍
情
報
シ
ス
テ
ム
を
ク
ラ

ウ
ド
に
よ
り
、
他
の
自
治

体
と
共
同
利
用
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
８
月
か
ら
、

シ
ス
テ
ム
の
更
新
時
期
が

近
い
、
当
市
と
茨
城
町
、

五
霞
町
で
開
始
す
る
こ
と

と
し
、
そ
の
後
、
平
成
28

年
５
月
に
つ
く
ば
み
ら
い

市
、
平
成
28
年
９
月
に
小

美
玉
市
が
参
画
す
る
予
定

で
す
。
共
同
利
用
の
方
式

と
し
て
、
地
方
自
治
法
に

定
め
の
あ
る
、
市
区
町
村

に
管
理
を
委
託
す
る
方
式

を
と
る
た
め
、
議
会
の
議

決
を
必
要
と
す
る
も
の
で

す
。

　

シ
ス
テ
ム
共
同
化
の
概

要
と
し
て
は
、
戸
籍
情
報

の
サ
ー
バ
を
水
戸
市
内
の

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
設
置

し
、
そ
れ
を
い
ば
ら
き
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
接
続
し
、
５
市
町

で
運
用
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。
那
珂
市
が
受

託
す
る
業
務
と
し
て
は
、

サ
ー
バ
の
管
理
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
市
民
投
票
条
例
に
関
す

る
提
言
書
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
報
告
事
項
）

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
結
果
、
３
件
の
意
見
が

あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
検
討
委

員
会
で
の
結
論
と
し
て
、

提
言
書
が
提
出
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
提
言
の
骨
子
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
条
例
の
運
用
解
釈
の
基

本
と
な
る
考
え
方
を
提

示
。

②
市
民
の
参
加
促
進
と
情

報
提
供
の
充
実
の
た
め
、

18
歳
以
上
の
市
民
、
永
住

外
国
人
も
対
象
と
し
、
市

長
、
議
会
、
自
治
組
織
の

関
与
の
上
、
実
施
前
に
十

分
な
情
報
提
供
や
質
問
募

集
を
行
う
こ
と
を
規
定
。

③
市
民
請
求
の
場
合
に
、

投
票
を
行
う
べ
き
重
要
事

項
に
該
当
す
る
か
を
、
市

長
と
議
会
が
協
議
し
判
断

す
る
こ
と
、
投
票
を
発
議

す
る
場
合
に
は
、
市
長
と

議
会
で
十
分
な
協
議
を
す

る
こ
と
、
投
票
は
二
者
択

一
と
し
、
結
果
に
対
し
て

は
、
市
長
と
議
会
は
十
分

な
議
論
の
上
で
対
応
す
る

こ
と
を
規
定
。

④
投
票
率
に
関
わ
ら
ず
開

票
す
る
こ
と
、
投
票
結
果

は
尊
重
し
、
市
長
と
議
会

に
よ
る
判
断
結
果
を
公
表

す
る
こ
と
を
規
定
。

　

今
後
は
、
提
言
書
に
基

づ
き
庁
内
関
係
者
で
さ
ら

に
検
討
を
行
い
、
議
会
と

協
議
を
し
な
が
ら
、
条
例

案
作
成
を
進
め
て
い
く
と

の
こ
と
で
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
二
元
代

表
制
を
踏
ま
え
、
議
会
と

執
行
部
に
お
い
て
、
も
う

少
し
時
間
を
か
け
た
議
論

が
必
要
で
は
な
い
か
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

○：賛成　●：反対　　※議長（助川　則夫議員）は採決に加わりません。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議案等名 議決
結果

筒
井
か
よ
子

寺
門　
　

厚

小
宅　

清
史

助
川　

則
夫

綿
引　

孝
光

木
野　

広
宣

古
川　

洋
一

中
庭　

正
一

萩
谷　

俊
行

勝
村　

晃
夫

中
﨑　

政
長

笹
島　
　

猛

君
嶋　

寿
男

武
藤　

博
光

遠
藤　
　

実

福
田
耕
四
郎

須
藤　
　

博

加
藤　

直
行

石
川　

利
秋

木
村　

静
枝

海
野　
　

進

木
内　

良
平

議案第14号
那珂市介護保険条例の一
部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

議案第34号
平成27年度那珂市国民健
康保険特別会計（事業勘
定）予算

可決 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

議案第40号
平成27年度那珂市後期高
齢者医療特別会計予算

可決 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

議案第41号
平成27年度那珂市水道事
業会計予算

可決 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

議案第45号
平成26年度那珂市一般会
計補正予算（第8号）

可決 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

発議第 1号
那珂市議会議員の定数を
定める条例等の一部を改
正する条例

可決 ● ○ ○ － ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

委　員　会　審　議
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議 案 審 議

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
平
成
27
年
度
一
般
会
計

予
算

問　

米
の
価
格
が
下
落
す

る
中
、
加
工
用
米
や
飼
料

用
米
な
ど
の
補
助
を
手
厚

く
す
る
こ
と
な
ど
は
で
き

な
い
の
で
す
か
。

答　

国
、
県
で
助
成
を
行

っ
て
い
る
の
で
対
象
者
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
国
、
県
と
の
話
し
合

い
が
あ
る
の
で
、
そ
の
中

で
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

問　

米
に
対
し
、
市
と
し

て
の
施
策
は
行
っ
て
も
ら

え
ま
せ
ん
か
。

答　

基
盤
整
備
を
進
め
た

り
、
中
間
管
理
事
業
等
で

市
が
土
地
の
貸
し
借
り
の

間
に
入
っ
て
流
動
化
を
促

す
な
ど
、
所
得
増
に
つ
な

が
る
施
策
を
進
め
ま
す
。

◎
旧
余
暇
活
用
施
設
「
し

ど
り
の
湯
保
養
セ
ン
タ

ー
」
有
効
活
用
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
報
告
事
項
）

　

平
成
27
年
２
月
末
に
有

効
活
用
検
討
委
員
会
の
検

討
結
果
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
検
討
委
員
会
か
ら
の

提
案
は
、
次
の
３
つ
の
機

能
を
持
つ
複
合
型
施
設
と

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

①
そ
ば
処

那
珂
市
産
の
そ
ば
粉
を

使
用
す
る
こ
と
で
、
那

珂
市
の
農
業
の
活
性
化

と
地
産
地
消
を
促
進
。

②
文
化
振
興

倭
文
織
（
し
ず
お
り
）

等
の
文
化
や
歴
史
の
紹

介
、
体
験
等
に
よ
り
歴

史
的
産
物
を
伝
承
。

③
体
験
学
習

地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
、学
び
の
場
を
提
供
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
新

年
度
予
算
に
は
具
体
的
な

こ
と
は
含
ま
れ
て
お
ら

ず
、
維
持
管
理
費
の
計
上

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
、

報
告
内
容
を
早
急
に
ま
と

め
、
準
備
を
進
め
て
い
く

と
の
こ
と
で
す
。

問　

活
用
に
当
た
り
、
施

設
の
建
物
に
は
手
を
加
え

る
の
で
す
か
。

答　

外
壁
や
配
管
の
老
朽

化
、
運
営
に
支
障
を
き
た

す
部
分
な
ど
を
よ
く
診
断

し
、
手
を
加
え
る
こ
と
は

検
討
し
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
具
体
的
な
構
想
は
な
い

た
め
、
早
急
に
ま
と
め
て

い
き
ま
す
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

◎
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
27
年
度
か
ら
29
年

度
ま
で
の
第
６
期
介
護
保

険
事
業
計
画
が
策
定
さ

れ
、
平
成
27
年
度
か
ら
３

年
間
の
介
護
保
険
料
が
決

ま
り
ま
し
た
。
介
護
保
険

料
は
、
３
年
ご
と
に
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
見

込
み
額
な
ど
を
も
と
に
設

定
さ
れ
、
第
６
期
の
基
準

月
額
保
険
料
は
５
２
８
０

円
で
、
３
４
０
円
の
引
き

上
げ
と
な
り
ま
す
。

問　

介
護
保
険
料
の
所
得

に
よ
る
負
担
割
合
の
決
め

方
と
、
保
険
料
値
上
げ
へ

の
対
策
を
伺
い
ま
す
。

答　

介
護
保
険
料
の
所
得

段
階
及
び
基
準
額
に
対
す

る
負
担
割
合
は
、
国
で
定

め
る
基
準
の
と
お
り
設
定

し
て
い
ま
す
。
所
得
段
階

の
第
１
段
階
は
、
消
費
税

引
上
げ
の
際
に
は
負
担
割

合
が
下
が
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
所
得
段
階
を
今
ま

で
の
７
段
階
か
ら
９
段
階

に
増
や
し
、
高
所
得
者
の

方
に
は
少
し
多
く
負
担
し

て
も
ら
い
、
公
平
性
を
確

保
し
て
い
ま
す
。

◎
那
珂
市
立
幼
稚
園
保
育

料
徴
収
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
の
規
定
に
よ
り
、
幼
稚

園
保
育
料
が
利
用
者
世
帯

の
応
能
負
担
に
よ
る
額
と

な
る
た
め
、
条
例
の
全
文

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

保
育
料
は
市
町
村
民
税

課
税
額
に
よ
り
、
５
段
階

に
分
か
れ
ま
す
（
左
表
参

照
）。母
子
世
帯
や
障
が
い

児
の
い
る
世
帯
に
は
軽
減

措
置
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
多
子
世
帯
等
に
対
し

て
も
軽
減
措
置
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
保
育
料
は
一

度
に
は
増
額
せ
ず
、
経
過

措
置
に
よ
り
、
平
成
30
年

度
ま
で
少
し
ず
つ
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

問　

多
子
世
帯
の
軽
減
に

つ
い
て
、
年
少
か
ら
小
学

３
年
ま
で
の
子
供
が
３
人

以
上
い
る
世
帯
は
少
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
軽
減
対

象
の
年
齢
幅
は
広
げ
ら
れ

ま
せ
ん
か
。

答　

軽
減
の
範
囲
は
国
の

規
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

範
囲
内
に
３
人
以
上
い
る

世
帯
（
第
３
子
以
降
は
無

料
）
は
少
な
い
で
す
が
、

第
２
子
が
半
額
と
な
る
世

帯
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
子
供
の
年
齢
の
間
隔

に
も
よ
り
ま
す
が
、
上
の

お
子
さ
ん
が
中
学
生
、
高

校
生
で
、
一
番
下
の
お
子

さ
ん
が
未
就
学
児
と
い
う

ケ
ー
ス
は
少
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
年
齢
幅
の

拡
大
は
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

瓜連地区に古くから伝わる倭文織（しずおり）

階層ごとの保育料の金額

（この金額は、経過措置終了後、
　平成31年度から適用されます）

※第３条第２項に該当する世帯：母子世
帯、障がい児のいる世帯など

階層区分 課税区分 保育料の金額

第１階層
生活保護 0円

第３条第２項に該当する世帯 0円

第２階層
市町村民税非課税
（所得割非課税含む。）

2,000円

第３条第２項に該当する世帯 0円

第３階層
市町村民税所得割課税額
77,100円以下

9,400円

第３条第２項に該当する世帯 3,800円

第４階層
市町村民税所得割課税額
211,200円以下

13,800円

第３条第２項に該当する世帯 11,000円

第５階層
市町村民税所得割課税額
211,201円以上

19,300円

第３条第２項に該当する世帯 15,400円
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全員協議会

　

現
在
は
、
市
民
協
働
の
時

代
と
言
わ
れ
て
い
る
。
協
働

と
は
、
市
民
と
行
政
は
も
ち

ろ
ん
、
市
民
と
政
治
と
の
協

働
も
指
す
が
、
実
際
に
は
市

民
と
行
政
と
い
う
形
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
市

民
と
議
会
の
協
働
が
遅
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
今
日
の
学

歴
社
会
に
あ
っ
て
、
市
民
が

成
熟
し
て
き
て
い
る
こ
と
が

そ
の
一
因
で
あ
り
、
そ
の
成

熟
し
た
市
民
の
力
を
ど
う
活

か
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

　

協
働
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

は
、
政
治
行
政
が
で
き
る
こ

と
に
限
界
が
見
え
て
き
た
こ

と
、
そ
れ
を
市
民
に
理
解
し

て
も
ら
い
、
協
力
を
得
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
市
民
・
行
政
・
政

治
の
三
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
、
責
任
を
も
っ
て
遂

行
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

の
協
働
の
姿
な
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
国
が
す
べ
て

を
行
い
、
国
が
で
き
な
い
こ

と
は
自
治
体
へ
下
ろ
し
て
き

た
。
し
か
し
新
し
い
地
方
自

治
法
は
、
ま
ず
は
市
町
村
が

で
き
る
こ
と
を
行
い
、
で
き

な
い
こ
と
は
県
、
県
が
で
き

な
い
こ
と
は
国
と
い
う
考
え

方
が
強
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
自
治
体

の
議
会
、
あ
る
い
は
議
員
内

閣
制
が
、
一
部
の
自
治
体
で

話
題
と
な
り
、
現
在
の
二
元

代
表
制
の
在
り
方
を
見
直
そ

う
と
す
る
動
き
が
出
て
き
て

い
る
。
市
長
と
議
会
が
対
立

し
て
自
治
体
の
政
治
行
政
が

停
滞
し
て
し
ま
っ
て
は
、
結

局
、
市
民
の
不
利
益
に
つ
な

が
る
た
め
、
そ
れ
を
制
度
的

に
解
消
す
る
方
法
を
模
索
し

よ
う
と
、
現
行
制
度
の
改
正

に
つ
い
て
議
論
が
重
ね
ら
れ

て
い
る
。

　

現
在
の
二
元
代
表
制
に
お

い
て
は
、
市
長
は
行
政
機
関

に
多
く
の
部
下
を
抱
え
て
い

る
た
め
、
市
長
と
議
会
と
の

間
に
は
圧
倒
的
な
力
の
非
対

称
が
あ
る
。
本
来
、
制
度
的

に
は
対
等
で
あ
る
た
め
、
議

会
の
力
を
強
く
す
る
必
要
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま

ち
づ
く
り
間
の
競
争
が
激
化

し
、
議
会
が
果
た
す
べ
き
役

割
が
増
加
し
て
い
く
中
、
力

に
な
る
の
は
市
民
協
働
で
あ

る
。
市
民
を
日
常
的
に
味
方

に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
の
議
会
に
は
必
要
で

あ
ろ
う
。

全　員　協　議　会

議　員　勉　強　会

算
で
す
が
、
こ
の
補
正
に

係
る
事
業
費
は
、
国
の
補

正
予
算
と
の
関
連
な
ど
か

ら
、
す
べ
て
平
成
27
年
度

に
繰
り
越
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
発
行
事
業

は
、
販
売
額
の
20
％
分
の

プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い
た
商

品
券
を
販
売
す
る
事
業

で
、
約
９
９
９
０
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
多

子
世
帯
や
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
無
料
、
割
引
な
ど

の
措
置
が
あ
り
ま
す
。

◎
平
成
26
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

補
正
額

１
億
６
１
７
６
万

　
　

６
０
０
０
円
の
増
額

予
算
総
額

１
８
６
億
４
２
８
５
万

　
　
　
　
　

６
０
０
０
円

　

国
の
、
平
成
26
年
度
地

域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援

の
た
め
の
交
付
金
を
活
用

し
た
各
事
業
の
事
業
費
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援
の
た
め
の
交
付
金
に

は
、「
地
域
消
費
喚
起
・

生
活
支
援
型
」
と
「
地
方

創
生
先
行
型
」
の
２
種
類

が
あ
り
、
こ
の
補
正
で
は

両
方
が
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

補
正
対
象
と
な
る
主
な

事
業
は
、
デ
マ
ン
ド
交
通

運
行
事
業
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
策

定
事
業
、予
防
接
種
事
業
、

農
地
流
動
化
促
進
事
業
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発

行
事
業
で
、
こ
れ
ら
に
は

国
・
県
の
補
助
金
、
繰
入

金
が
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
補
正
予

全員協議会では、市から追加の議案等について説明がありました。

　　　○平成26年度那珂市一般会計補正予算（第８号）

　　　○戸籍に係る電子情報処理組織の事務の受託について

　　　○人権擁護委員の推薦について

　　　○那珂市政治倫理審査会委員の委嘱について

内　容：「市民協働の時代における二元代表制と議会」
講　師：常磐大学コミュニティ振興学部　地域政策学科教授　林　寛一　氏
開催日：２月10日（火）

プレミアム付商品券発行事業の内容
事業名 事業内容

プレミアム付商品券発
行事業

大型店、一般小売店等共通のＡ券が8,000円分と、一般小売店等
専用のＢ券が4,000円分、合計12,000円分を、１冊10,000円で販
売するもの。購入限度は１人５冊まで。

多子世帯支援プレミア
ム付商品券配布事業

18歳未満の子供が３人以上いる世帯を対象に、３人目以降の子
供１人につき、商品券１冊を無償で発行するもの。（要申請）

子育て家庭応援プレミ
アム商品券補助事業

18歳未満の子供を持つ家庭を対象に、１世帯１冊限り、2,000円
を割り引くもの。（要申請）

シニア応援プレミアム
商品券補助事業

65歳以上の高齢者を対象に、１人１冊限り、2,000円を割り引く
もの。（要申請）
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委員会（閉会中）

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

で
は
「
ブ
ラ
ン
ド
品
・
特

産
品
に
お
け
る
地
域
の
活

性
化
」
に
つ
い
て
、
小
美

玉
ブ
ラ
ン
ド
の
視
察
な
ど

を
と
お
し
て
調
査
し
て
き

ま
し
た
。
調
査
の
結
論
と

し
て
、
昨
年
11
月
に
始
ま

っ
た
那
珂
市
の
特
産
品
ブ

ラ
ン
ド
認
証
事
業
を
展
開

す
る
上
で
の
課
題
を
集
約

し
た
と
こ
ろ
、
作
っ
て
終

わ
り
に
し
な
い
、
継
続
し

て
い
く
体
制
づ
く
り
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
結
論
に

至
り
、
そ
の
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
次
の
４
点

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

○
市
内
外
へ
の
ブ
ラ
ン
ド

品
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
、
認

知
度
を
高
め
る
こ
と
。

○
品
質
の
統
一
に
よ
り
増

産
体
制
を
整
備
し
、
生
産

者
の
収
入
に
つ
な
が
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

○
名
称
や
包
装
の
工
夫
、

商
品
の
背
景
を
付
加
価
値

と
し
て
売
り
出
す
な
ど
、

商
品
の
良
さ
を
伝
え
る
仕

掛
け
を
つ
く
る
こ
と
。

○
事
業
の
担
当
を
明
確
に

し
、
関
連
部
署
同
士
の
連

携
も
強
化
す
る
こ
と
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
ブ
ラ

ン
ド
制
度
を
市
の
発
展
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
執
行
部

に
申
し
入
れ
、
こ
の
調
査

を
完
了
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

調
査
事
項

　

特
産
品
・
ブ
ラ
ン
ド
品
に
よ
る

　
　
　
　

地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

調査完了

那珂市特産品ブランド認証品
左上から、つぼ焼き、シフォンケーキ、
ひまわりの詩、黄金泉、よしの美人、
ひまわりコロッケ

調査完了

に
お
い
て
、
学
校
に
行
け

な
い
子
供
や
社
会
の
複
雑

さ
に
行
き
詰
ま
っ
て
い
る

親
た
ち
の
悩
み
に
寄
り
添

い
、
地
域
で
支
え
る
仕
組

み
を
作
る
こ
と
。

○
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い

く
べ
き
伝
統
文
化
や
歴
史

を
学
ぶ
機
会
を
つ
く
り
、

継
承
し
て
い
く
こ
と
。

○
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
け
で

は
難
し
い
防
犯
面
で
地
域

の
力
を
活
か
す
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
。

○
学
校
運
営
協
議
会
が
、

学
校
と
地
域
の
仲
介
役
と

な
り
、
力
を
貸
し
て
く
れ

る
地
域
の
人
材
を
発
掘

し
、
事
業
の
運
営
に
助
力

調査事項

「コミュニティ・スクール」について

を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
保

護
者
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
様
々
な
方
々
の
知
識
と

経
験
が
活
か
さ
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

○
幅
広
い
活
動
が
で
き
る

よ
う
、
市
は
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
と
の
連
携
を
進
め

る
と
と
も
に
、
活
動
の
た

め
の
予
算
措
置
に
も
配
慮

を
す
る
こ
と
。

　

委
員
会
は
、
こ
の
結
論

を
も
っ
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
に
つ
い

て
の
調
査
を
完
了
し
、
こ

の
結
論
を
委
員
会
の
意
見

と
し
て
、
執
行
部
に
申
し

伝
え
ま
し
た
。

教 育 厚 生 常 任 委 員 会

　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

で
は
、
那
珂
市
が
今
後
導

入
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
」
制
度
に
つ
い

て
、
三
重
県
鈴
鹿
市
、
滋

賀
県
長
浜
市
を
視
察
し
て

学
ん
だ
こ
と
や
、
現
在
、

国
の
研
究
指
定
を
受
け
て

制
度
を
実
施
し
て
い
る
瓜

連
小
中
学
校
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進

委
員
会
の
活
動
状
況
等
を

参
考
に
調
査
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
調
査
の
結

論
と
し
て
、
導
入
に
当
た

っ
て
重
視
す
べ
き
こ
と
を

次
の
と
お
り
集
約
し
ま
し

た
。

○
子
供
の
た
め
に
何
が
で

き
る
か
を
、
学
校
、
保
護

者
、
地
域
が
共
に
考
え
、

し
て
あ
げ
る
と
い
う
お
ご

り
や
、
さ
せ
ら
れ
て
い
る

と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
意
識

で
は
な
く
、
学
校
や
子
供

た
ち
へ
の
応
援
、
協
力
の

た
め
、
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
し
よ
う
と
い
う

姿
勢
に
基
づ
く
体
制
づ
く

り
を
基
本
と
す
る
こ
と
。

○
悩
み
の
多
い
現
代
社
会

瓜連小学校での取組み
地域の方々の協力をいただき、地域の文化
や暮らしを学ぶ機会を設けている。
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・
定
数
を
減
ら
し
て
財
政

負
担
を
軽
減
す
る
。

・
全
国
的
な
議
員
定
数
削

減
の
実
態
を
反
映
す
べ

き
で
あ
る
。

◆
議
員
報
酬
に
つ
い
て

・
増
額
は
、
実
質
賃
金
も

下
が
っ
て
い
る
社
会
情

勢
か
ら
、
市
民
の
理
解

が
得
ら
れ
な
い
。

・
近
隣
の
市
議
会
に
な
ら

っ
て
定
数
を
２
人
削
減

し
、
そ
の
削
減
分
で
報

酬
を
３
万
円
増
額
。

・
議
員
を
目
指
す
に
は
今

の
報
酬
で
は
家
族
に
反

対
さ
れ
る
。

・
将
来
の
議
会
人
を
つ
く

り
上
げ
て
い
く
に
は

10
万
円
ぐ
ら
い
上
げ
て

も
い
い
。

・
議
員
は
健
康
保
険
も
年

金
も
な
い
不
安
定
な
職

業
で
あ
り
、
議
員
の
専

業
化
が
進
む
中
、
い
ろ

い
ろ
な
方
が
議
員
に
な

る
に
は
報
酬
ア
ッ
プ
が

必
要
。

・
県
内
市
議
会
の
報
酬
平

均
よ
り
低
い
た
め
増
額

す
べ
き
で
あ
る
。

に
至
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
市
の
財
政
に
対

し
て
は
、
年
額
約
１
千
万

円
以
上
の
議
会
費
の
削
減

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
的
な
効
果

も
含
め
て
改
正
す
る
た

め
、
議
員
定
数
、
議
員
報

酬
、
政
務
活
動
費
の
条
例

改
正
に
当
た
っ
て
は
、
３

つ
を
一
括
し
て
改
正
す
べ

き
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
論
に
至
る
ま
で

の
協
議
で
出
さ
れ
た
意
見

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
議
員
定
数
に
つ
い
て

・
幅
広
い
民
意
を
反
映
す

る
た
め
に
議
員
の
数
は

必
要
で
あ
る
た
め
、
22

人
の
現
状
維
持
。

・
近
隣
市
議
会
の
削
減
数

を
考
慮
し
て
20
人
。

・
少
数
精
鋭
と
い
っ
て
も

必
ず
し
も
精
鋭
な
人
ば

か
り
が
選
出
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
。

・
少
数
で
は
市
政
へ
の
チ

ェ
ッ
ク
が
十
分
に
で
き

な
い
。

・
多
数
だ
と
議
員
一
人
の

責
任
が
希
薄
化
す
る
。

　

当
委
員
会
で
は
、
８
回

に
わ
た
り
、
県
内
外
の
市

議
会
の
議
員
定
数
や
報
酬

等
の
現
状
の
調
査
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
議
会
基
本
条
例
に
基

づ
き
公
聴
会
を
開
催
す
る

こ
と
で
、
市
民
か
ら
ご
意

見
を
い
た
だ
く
機
会
も
設

け
な
が
ら
、
議
員
定
数
、

報
酬
の
検
討
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

公
聴
会
で
の
ご
意
見
か

ら
、
市
民
が
議
会
や
議
員

に
求
め
る
も
の
は
、
少
数

精
鋭
で
市
民
の
た
め
に
懸

命
に
働
く
姿
で
あ
り
、
そ

れ
を
目
指
し
、
全
国
や
近

隣
の
議
員
数
削
減
の
状
況

も
踏
ま
え
つ
つ
、
議
会
活

動
に
専
念
で
き
る
安
定
し

た
生
活
を
保
障
し
、
若
年

層
や
女
性
な
ど
、
多
様
な

人
が
議
会
人
と
し
て
活
躍

で
き
る
環
境
が
整
え
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
と
結
論
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
は
、
こ
れ
ら

の
市
民
意
見
な
ど
を
参
考

に
意
見
を
集
約
し
、
議
員

定
数
18
人
、
議
員
報
酬

５
万
円
増
、
政
務
活
動
費

月
額
１
万
円
と
い
う
結
論

◆
政
務
活
動
費
に
つ
い
て

・
報
酬
を
上
げ
る
の
で
あ

れ
ば
廃
止
、
又
は
減
額

す
べ
き
。

・
活
動
に
必
要
な
費
用
で

あ
る
た
め
現
状
維
持
。

・
会
派
活
動
を
考
慮
し
、

再
検
討
す
べ
き
。

　

ま
た
、
議
会
に
最
終
的

な
結
論
を
提
出
す
る
に
当

た
り
、
特
別
委
員
会
と
し

て
、
次
の
意
見
も
併
せ
て

報
告
し
ま
し
た
。

＊　

＊　

＊

　

議
会
と
し
て
、
定
数
削

減
、
報
酬
増
額
、
政
務
活

動
費
減
額
を
選
択
し
、
決

定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
議
会
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
、
十
分
に

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

定
数
を
削
減
す
る
こ
と

は
、
一
般
的
に
、
多
様
な

市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
と
い
う
面
で
は
マ
イ
ナ

ス
に
な
る
と
懸
念
さ
れ

る
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
、
議
会
報
告
会
な

ど
に
お
い
て
、
市
民
の
意

見
を
議
会
に
反
映
さ
せ
↖

議 員 定 数 等 調 査 特 別 委 員 会

調査完了

議員定数、議員報酬、政務活動費について結論を出し、

調査を完了。

委員会（閉会中）

◆議員定数は、22人から18人
◆議員報酬は、５万円増の39万5千円
◆政務活動費は、月額2万円から月額１万円
◆次回の議員改選（平成28年3月）から実施
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↖
て
い
く
な
ど
の
創
意
工

夫
が
必
要
で
あ
る
。

　

報
酬
の
増
額
は
、
議
員

活
動
に
専
念
し
、
市
民
の

た
め
に
懸
命
に
働
く
た
め

の
も
の
で
あ
る
。今
後
は
、

一
層
議
員
に
対
す
る
市
民

の
目
が
厳
し
く
な
り
、
議

員
個
人
の
自
覚
と
責
任
あ

る
行
動
や
、
積
極
的
な
議

員
活
動
が
求
め
ら
れ
る
。

　

政
務
活
動
費
は
減
額
と

な
る
が
、
使
途
を
明
確
に

し
、
有
効
に
活
用
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

那
珂
市
議
会
は
、
今
後
も

議
会
基
本
条
例
に
基
づ

き
、
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
て
、
市
民
の
意
見
を

議
会
に
反
映
さ
せ
る
努
力

を
重
ね
る
こ
と
や
、
議
員

個
人
も
、
自
覚
と
責
任
を

持
ち
、
議
員
活
動
に
専
念

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

＊　

＊　

＊

　

こ
の
結
論
を
も
っ
て
、

議
員
定
数
等
調
査
特
別
委

員
会
は
所
管
の
調
査
を
完

了
し
ま
し
た
。

委員会（閉会中）

議員定数等に関する条例改正の概要
　

定
例
会
最
終
日
に
、
議

員
定
数
等
調
査
特
別
委
員

会
か
ら
、「
那
珂
市
議
会
議

員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
案
は
、「
那
珂
市

議
会
議
員
の
定
数
を
定
め

る
条
例
」、「
那
珂
市
議
会

政
務
活
動
費
の
交
付
に
関

す
る
条
例
」、「
那
珂
市
議

会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
」
の
３
つ
を
一
括
し

て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
反
対
２
件
、

賛
成
１
件
の
討
論
が
あ
り

ま
し
た
。
反
対
討
論
の
趣

旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
議
員
報
酬
増
額
と
政
務

活
動
費
減
額
に
反
対
。

○
議
員
定
数
削
減
と
議
員

報
酬
増
額
に
反
対
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
15

名
、
反
対
６
名
の
賛
成
多

数
で
原
案
可
決
し
ま
し

た
。
こ
の
条
例
は
次
回
の

議
員
改
選
（
平
成
28
年
３

月
）か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

改
正
の
概
要
は
以
下
の
表

の
と
お
り
で
す
。

那珂市議会議員の定数を定める条例

改正後 改正前

議員定数：１８人 議員定数：２２人

那珂市議会政務活動費の交付に関する条例

改正後 改正前

政務活動費：月額１０，０００円 政務活動費：月額２０，０００円

那珂市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例

改正後 改正前

区分 議員報酬月額 区分 議員報酬月額

議長 ４６４，０００円 議長 ４１４，０００円

副議長 ４１３，０００円 副議長 ３６３，０００円

議員 ３９５，０００円 議員 ３４５，０００円

◆◆◆第３回　議会報告会開催のお知らせ◆◆◆
　第３回目の議会報告会を以下のとおり開催します。どなたでもご参加いただけますので、
たくさんの方のお越しをお待ちしております。

◎５月２３日（土）午後２時
ふれあいセンター　よしの

～出席予定議員～
筒井かよ子、小宅清史、助川則夫、綿引孝光、
古川洋一、萩谷俊行、勝村晃夫、笹島　猛、
遠藤　実、福田耕四郎、加藤直行、石川利秋、
木村静枝

◎５月２４日（日）午後２時
那珂市中央公民館

～出席予定議員～
寺門　厚、助川則夫、木野広宣、中庭正一、
萩谷俊行、勝村晃夫、中﨑政長、君嶋寿男、
武藤博光、遠藤　実、須藤　博、海野　進、
木内良平

平成２７年３月定例会で審議をした内容、
及び第２回議会報告会以降の内容で特に重要なものについてご報告いたします。
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Q
&
A

７
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

　
　

様
々
な
視
点
か
ら

　
　
　

市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

市政を問う市政を問う

　

歯
の
治
療
の
放
置
は
健

康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、

噛
む
力
の
低
下
に
よ
っ
て

認
知
症
を
発
症
す
る
割
合

が
非
常
に
高
く
な
る
。
厚

労
省
の
統
計
に
よ
る
と
、

10
年
後
65
歳
以
上
の
５
人

に
１
人
が
認
知
症
と
い
う

現
実
が
待
ち
受
け
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
認

知
症
予
防
の
為
、
ひ
い
て

は
介
護
保
険
の
増
大
を
食

い
止
め
る
為
に
も
、
歯
周

病
検
査
を
導
入
し
て
頂
き

た
い
。
会
場
で
の
検
査
が

不
可
能
な
ら
ば
、
希
望
者

に
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
し
、

経
費
の
補
助
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

歯
及

び
口
腔
の
健
康
は
身
体
的

な
健
康
の
み
な
ら
ず
、
精

神
面
や
社
会
生
活
に
も
大

き
く
関
係
し
ま
す
。
歯
科

医
師
会
の
協
力
に
よ
り
、

広
報
誌
に
て
歯
の
健
康
に

関
す
る
記
事
を
連
載
し
啓

発
に
努
め
て
参
り
ま
し

た
。
27
年
度
は
歯
周
病

予
防
や
口
腔
ケ
ア
の
講
習

会
の
実
施
を
予
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
歯
科
検

診
、
歯
周
病
検
診
の
導
入

や
費
用
の
一
部
助
成
に
つ

き
ま
し
て
は
、
来
年
度
費

用
対
効
果
を
検
証
し
、
実

施
計
画
策
定
時
期
ま
で

に
、
実
施
計
画
に
盛
り
込

む
べ
き
か
否
か
結
論
を
出

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

総
合
健
診
に
歯
周
病
検
査
の
導
入
を

総
合
健
診
に
歯
周
病
検
査
の
導
入
を

来
年
度
実
施
計
画
策
定
ま
で
に
結
論

筒井かよ子議員

質問事項
１　那珂市観光ＰＲについて
２　ふるさと納税について
３　少子化対策について
４　総合健診について
５　常磐線特急電車の料金改

定について
歯周病予防のパンフレット

一般質問　Q&A

［一般質問の記事は、質問した議員が各自で作成しています］

一般質問については、「You Tube」の動画でもご覧いただけます。
那珂市議会のホームページにリンクがありますので、ご参照ください。

Check!
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平
成
27
年
度
の
施
政
方

針
に
「
木
造
住
宅
耐
震
化

推
進
事
業
」
が
予
算
化
さ

れ
た
背
景
や
、
事
業
内
容

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま

た
実
績
は
ど
う
で
あ
っ
た

の
か
、
今
後
の
対
応
は
ど

う
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

建
設
部
長　

平
成
７
年

の
阪
神
淡
路
大
震
災
を
契

機
に
、
建
築
物
の
耐
震
診

断
や
耐
震
補
強
に
関
す
る

法
律
が
制
定
さ
れ
、
平
成

17
年
に
は
地
域
防
災
推
進

会
議
に
お
い
て
、
耐
震
化

推
進
の
提
言
が
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
平

成
23
年
３
月
に
耐
震
改
修

促
進
計
画
を
策
定
し
、
平

成
24
年
度
か
ら
地
震
に
よ

る
木
造
住
宅
の
倒
壊
を
防

止
す
る
こ
と
を
目
的
に
補

助
事
業
を
創
設
し
ま
し

た
。補

強
設
計
等
の
策
定
費

用
は
上
限
10
万
円
、
改
修

工
事
費
用
は
上
限
30
万
円

の
補
助
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

活
用
実
績
が
上
が
ら
な
か

っ
た
理
由
と
し
て
、
建
物

被
害
の
大
き
か
っ
た
方
は

既
に
改
修
や
建
て
か
え
を

行
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
被
害
の
少
な
か
っ

た
方
は
、
生
活
す
る
上
で

支
障
が
な
い
と
判
断
さ
れ

た
と
考
え
ま
す
。
同
額
の

予
算
で
す
す
め
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
化
推
進
事
業
の
実
績
は

木
造
住
宅
耐
震
化
推
進
事
業
の
実
績
は

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
な
い

木村 静枝 議員

質問事項
１　平成27年度施政方針につ

いて

総
合
戦
略
本
部
で
ど
う

那
珂
ら
し
く
戦
略
を
策
定

す
る
の
で
す
か
。
ま
た
、

那
珂
市
地
域
振
興
公
社
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す

か
。
な
ぜ
公
社
と
い
う
形

態
で
、
市
と
し
て
ど
の
く

ら
い
出
資
す
る
の
で
す

か
。
ま
た
、
こ
の
公
社
に

よ
っ
て
ど
う
「
雇
用
を
創

出
し
、
農
業
に
参
入
す
る

機
会
を
増
や
す
」
の
で
す

か
。
さ
ら
に
、
小
中
一
貫

教
育
を
４
月
か
ら
全
校
で

実
施
す
る
わ
け
で
す
が
、

今
ま
で
議
会
や
市
民
に
説

明
さ
れ
た
こ
と
を
確
実
に

行
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う

こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
す

か
。市

長　

総
合
戦
略
本
部

に
つ
い
て
は
今
後
い
ろ
い

ろ
詰
め
て
お
示
し
を
し
た

い
。
振
興
公
社
は
、
農
地

の
売
買
、
農
作
業
の
受
委

託
、
６
次
産
業
の
普
及
を

行
っ
て
い
き
ま
す
が
、
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は

ま
だ
決
定
し
て
い
ま
せ

ん
。
公
社
と
い
う
形
態
に

つ
い
て
は
株
式
会
社
等
も

含
め
て
こ
れ
か
ら
検
討
し

ま
す
。
出
資
に
つ
い
て
も

今
後
よ
く
検
討
し
ま
す
。

雇
用
創
出
に
つ
い
て
は
、

も
う
か
る
農
業
を
や
ら
な

い
と
だ
め
な
わ
け
で
す
。

教
育
行
政
は
教
育
委
員
会

で
す
の
で
、
教
育
長
の
方

針
を
最
大
限
に
尊
重
し
て

い
き
た
い
。

那
珂
市
地
域
振
興
公
社
は
何
を
す
る
か

那
珂
市
地
域
振
興
公
社
は
何
を
す
る
か

具
体
的
内
容
は
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い

遠藤  実 議員

質問事項
１　市長の公約について

市長の選挙公約

木造住宅耐震化推進事業

(年次計画　平成24年～平成27年)

一般質問　Q&A

□
地
方
創
生
の
た
め
総
合
戦
略
本
部
を
ス
タ
ー

ト
。
地
域
再
生
に
取
り
組
み
ま
す

□
福
祉
と
教
育
、
子
育
て
、
生
活
道
路
整
備
な

ど
生
活
の
利
便
性
向
上
を
優
先
し
て
市
政

を
行
い
ま
す

□
特
産
物
の
開
発
、
６
次
産
業
化
な
ど
特
色
の

あ
る
企
業
展
開
が
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く

り
ま
す

□
那
珂
市
地
域
振
興
公
社
を
つ
く
り
ま
す

□
小
中
一
貫
教
育
を
導
入
し
、
生
き
る
力
を
伸

ば
し
英
語
教
育
も
推
進
し
ま
す

□
瓜
連
駅
前
の
日
本
サ
ー
ボ
跡
地
（
旧
瓜
連
小

跡
地
）
の
利
活
用
を
実
現
し
ま
す

□
Ｊ
Ａ
常
陸
本
部
事
務
所
を
那
珂
市
に
早
急
に

誘
致
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
ま
す

実績

年度 予算(単位：千円) 決算

平成24年度 1,100 (内国庫補助金550) 0

平成25年度 1,100 (内国庫補助金550) 0

平成26年度 1,100 (内国庫補助金550) 0
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:

①
選
挙
公
報
に
記
載
し
た

７
つ
が
公
約
と
の
こ
と
で

す
が
、
市
長
選
挙
前
に
配

布
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

【
復
興
か
ら
飛
躍
へ
】
の

中
に
「
市
民
と
の
新
し
い

約
束
」
と
し
て
数
多
く
の

施
策
を
掲
げ
、「
○
○
し

ま
す
」
と
断
言
し
て
い
ま

す
。
７
つ
の
公
約
が
抽
象

的
な
表
現
で
何
を
し
た
い

の
か
分
か
り
づ
ら
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
に
記
載
し
た

「
市
民
と
の
約
束
」（
具

体
的
な
施
策
）
も
公
約
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
長　

死
に
も
の
狂
い

で
一
生
懸
命
努
力
し
て
履

行
す
る
の
が
公
約
。
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
に
記
載
し
た
も

の
は
ア
イ
デ
ア
で
あ
り
、

努
力
目
標
で
す
。
具
体
的

に
は
今
後
お
示
し
し
て
い

き
ま
す
。

②
団
体
等
と
の
会
合
の
場

で
「
し
ど
り
の
湯
の
再

開
」、「
ひ
た
ち
な
か
市
と

の
合
併
」、「
河
川
敷
の
グ

ラ
ン
ド
整
備
」
に
関
し

て
、
選
挙
前
に
発
言
し
て

い
ま
せ
ん
か
。
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
と
同
様
、
市
民
と
の

約
束
と
解
さ
れ
ま
す
の

で
、
安
易
な
発
言
は
政
治

不
信
に
繋
が
る
こ
と
を
懸

念
し
て
い
ま
す
。

　

市
長　

関
連
し
た
話
は

し
ま
し
た
が
、
断
言
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
記
載
の
約
束
は
公
約
か

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
記
載
の
約
束
は
公
約
か

公
約
で
は
な
く
ア
イ
デ
ア
・
努
力
目
標

古川 洋一 議員

質問事項
１　市長２期目の市政方針

（公約）等について

①
当
市
で
新
規
に
水
道
を

引
く
場
合
に
水
道
料
金
と

は
別
に
、
新
規
加
入
分
担

金
と
公
道
の
下
部
に
あ
る

水
道
本
管
か
ら
市
道
の
下

を
と
お
り
自
宅
敷
地
内
の

水
道
の
配
管
と
そ
の
敷
設

工
事
代
は
、
全
て
個
人

負
担
で
あ
り
、
個
人
で

百
万
、
百
五
十
万
円
も
の

高
額
な
負
担
を
す
る
方
も

い
ま
す
。
下
水
道
敷
設
で

の
公
共
工
事
分
の
費
用
負

担
は
40
万
円
の
上
限
設
定

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
加
入

分
担
金
の
額
の
軽
減
や
分

割
払
い
等
の
見
直
し
を
す

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

上
下
水
道
部
長　

水
道

施
設
拡
充
整
備
や
更
新
事

業
に
差
し
支
え
る
た
め
、

分
割
納
付
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

②
今
、
少
子
化
対
策
や
地

域
活
性
化
策
の
一
環
と
し

て
市
街
化
調
整
区
域
で
の

区
域
指
定
見
直
し
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
区
域
指

定
見
直
し
と
同
時
に
水
道

新
規
加
入
の
給
水
装
置
工

事
等
、
公
道
部
分
の
個
人

負
担
の
上
限
を
設
け
る
等

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

上
下
水
道
部
長　

給
水

装
置
の
新
設
時
に
市
の
配

水
管
網
整
備
計
画
と
の
整

合
が
図
れ
れ
ば
市
負
担
で

公
道
上
に
配
水
管
を
敷
設

し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

水
道
給
水
装
置
個
人
負
担
見
直
し
を

水
道
給
水
装
置
個
人
負
担
見
直
し
を

配
水
管
網
整
備
計
画
合
致
条
件
で
考
慮

寺門  厚 議員

質問事項
１　水道事業給水について

２　高度化する専門業務対応

人材確保について

給水装置の費用負担の現状
公道本管～公道給水管～自己敷地内給水管～止水栓～
屋内蛇口までの配管含め施工工事代＋水道加入分担金
＋申請手数料が全て個人負担。但し量水器は市の貸与

一般質問　Q&A
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平
成
23
年
４
月
よ
り
自

治
会
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
４
年
が
経
過
し
ま
す

が
こ
れ
ま
で
の
検
証
と
こ

れ
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明

確
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
だ
ろ
う
と
考
え
ま

す
。
現
在
一
番
加
入
率
が

高
い
の
は
戸
多
地
区
で

96
．
68
％
と
、
ほ
ぼ
１
０

０
に
近
い
数
字
で
す
。
世

帯
数
で
い
う
と
６
６
９
世

帯
で
す
。
一
番
低
い
の
は

菅
谷
地
区
で
63
．
10
％
で

す
が
、
世
帯
数
に
す
る
と

こ
ち
ら
は
５
１
９
１
世
帯

す
。
絶
対
数
で
は
圧
倒
的

に
多
い
わ
け
で
す
。
市
で

は
、
加
入
率
ア
ッ
プ
の
為

に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し

て
い
ま
す
か
。

市
民
生
活
部
長　

市
で

は
、
加
入
促
進
の
ひ
と
つ

と
し
て
市
民
自
治
組
織
が

地
域
に
と
っ
て
必
要
な
組

織
で
あ
る
こ
と
を
市
民
に

知
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
そ
の
活
動
に
参
加
す

る
き
っ
か
け
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に
「
市
民
自
治
組

織
情
報
掲
示
板
」
を
開
設

し
ま
し
た
。
ま
た
、
転
入

す
る
方
が
、
市
民
課
窓
口

に
転
入
の
手
続
き
に
来
ら

れ
た
際
に
は
、
班
加
入
の

届
出
書
、
加
入
促
進
の
チ

ラ
シ
を
お
渡
し
し
て
、
是

非
、
班
に
加
入
く
だ
さ
る

よ
う
ご
案
内
し
て
お
り
ま

す
。

市
役
所
は
自
治
会
長
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を

市
役
所
は
自
治
会
長
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を

相
談
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す

小宅 清史 議員

石川 利秋 議員

質問事項
１　那珂市保育計画について

２　協働のまちづくりについ

て

３　瓜連駅前「日本サーボ跡

地」について

平
成
15
年
定
例
会
に
お

い
て
、
旧
国
道
３
４
９
号

線
の
並
木
敷
を
有
効
活
用

し
た
歩
道
整
備
を
提
言
し

た
と
こ
ろ
、
建
設
部
長

は
、
今
後
県
と
協
議
し
ま

す
と
答
弁
さ
れ
た
。
ま

た
、
平
成
23
年
定
例
会
に

お
い
て
、
建
設
部
長
は
、

歩
道
整
備
は
通
学
路
な
の

で
、
市
と
し
て
も
要
望
し

た
い
と
答
弁
さ
れ
、
さ
ら

に
平
成
25
年
定
例
会
に
お

い
て
、
建
設
部
長
は
、
下

菅
谷
駅
や
那
珂
一
中
周
辺

の
道
路
な
の
で
、
事
業
実

施
に
向
け
て
県
と
調
整
を

図
り
た
い
と
答
弁
さ
れ

た
。
ま
た
、
平
成
26
年
定

例
会
に
お
い
て
建
設
部
長

は
、
並
木
敷
が
県
道
と
市

道
に
ま
た
が
っ
て
い
る
の

で
具
体
的
な
整
備
手
法
を

県
と
調
整
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
答
弁
さ
れ
た
。
そ

れ
で
は
県
と
の
調
整
結
果

に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

建
設
部
長　

並
木
敷
に

つ
い
て
は
、
関
東
財
務
局

水
戸
財
務
事
務
所
及
び
大

宮
土
木
事
務
所
と
協
議
を

行
い
、
市
が
無
償
譲
与
を

受
け
る
方
向
で
調
整
中
で

所
管
区
分
が
決
定
次
第
、

境
界
立
ち
会
い
の
署
名
や

境
界
杭
の
設
置
等
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

並
木
敷
を
有
効
活
用
し
て
歩
道
整
備
を

並
木
敷
を
有
効
活
用
し
て
歩
道
整
備
を

所
管
区
分
決
定
次
第
境
界
杭
の
設
置
を

質問事項
１　道路行政について

２　法定外公共物の有効活用

について

旧国道３４９号線の並木敷

一般質問　Q&A

地区 / 年度 20 21 22 23 24 25 26

神崎 77.61 76.69 76.85 80.78 81.13 80.62 79.65

額田 80.65 79.76 78.73 81.11 81.28 80.65 79.80

菅谷 65.09 64.42 63.66 66.37 65.77 63.94 63.10

五台 73.27 72.31 71.96 79.41 80.57 80.66 79.72

戸多 88.66 88.63 88.35 98.42 96.71 96.84 96.68

芳野 77.48 74.92 74.86 80.93 82.06 81.96 81.82

木崎 80.68 80.31 78.94 82.27 81.92 81.80 81.74

瓜連 76.03 75.63 75.03 75.29 75.72 76.07 76.60

市全体 72.87 72.00 71.42 75.11 75.16 74.34 73.74

平成20～26年度の班加入率　（単位：％）

※平成20年度から平成22年度までは、各年5月1日現在。
　平成23年度以降は、各年2月1日現在。
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編編
集集
後後
記記

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委 

員 

長　

寺
門　
　

厚

　

副
委
員
長　

小
宅　

清
史

　

委　
　

員　

筒
井
か
よ
子

　

委　
　

員　

木
野　

広
宣

　

委　
　

員　

君
嶋　

寿
男

　

委　
　

員　

木
村　

静
枝

　

委　
　

員　

海
野　
　

進

寺
門　
　

厚

　

那
珂
市
議
会
は
、
３
月

定
例
会
で
議
員
定
数
と
政

務
活
動
費
を
削
減
、
議
員

報
酬
の
増
額
を
決
定
し
、

少
数
精
鋭
で
更
に
市
民
に

開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
新
た
な
門
出
を
し
ま

し
た
。
市
議
会
だ
よ
り
を

と
お
し
て
、
市
民
の
皆
様

の
生
活
に
か
か
わ
る
議
会

活
動
を
お
伝
え
し
て
ま
い

り
ま
す
。
誌
面
充
実
へ
の

ご
意
見
ご
要
望
を
お
寄
せ

下
さ
い
。

１　月 １２日 教育厚生常任委員会
６日 広報編集委員会 １３日 県市議会議長会議員研修会
１３日 議会運営委員会 （土浦市）
１５日 広報編集委員会 １６～ 横手市議会友好訪問
２２日 総務生活常任委員会 １７日 （秋田県横手市）

２　月 １９日 産業建設常任委員会
５日 広報編集委員会視察 ２０日 議員定数等調査特別委員会

（東京都あきる野市） ２４日 議会運営委員会、全員協議会、
１０日 議員勉強会、全員協議会、 広報編集委員会

議会運営委員会

●●平成２７年第２回定例会：６月２日～19日●●表紙に寄せて表紙に寄せて

議 会 日 誌議 会 日 誌議 会 日 誌

◆◆議会録画映像を公開しています◆◆

　那珂市議会では定例会、臨時会の本会議の録画映像を「You Tube」の動画サイトで公開しております。

詳しくは、那珂市ホームページの「那珂市議会」のページをご覧ください。

◆那珂市ホームページ ⇒ http://www.city.naka.lg.jp/

　（「那珂市議会」のページ内の「議会中継」から「You Tube」を開くことができます。）開くことができます。）

　

大
空
か
ら
流
れ
落
ち
る

滝
の
よ
う
に
見
事
に
咲
き

誇
る
枝
垂
桜
。
待
ち
侘
び

た
人
々
に
、
一
瞬
の
輝
き

と
感
動
を
与
え
な
が
ら
歴

史
を
刻
み
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
由
緒
あ
る
佇
ま
い
は

県
内
外
に
広
く
知
ら
れ
て

お
り
、
多
く
の
観
光
客
で

賑
わ
い
那
珂
市
の
魅
力
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
ま
た
一
生
懸
命

生
き
る
こ
と
を
桜
に
誓
う
。

平成27年第２回（６月）定例会の日程（案）は以下のとおりです。

会議は原則公開となっております。所定の用紙にご記入いただくだけで、

どなたでも傍聴できますので、お気軽にお越しください。

また、請願、陳情を議会へ提出される場合は、５月22日（金）までに、

議会事務局までご提出ください。

※会議は、原則として午前10時開会です。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
本会議 議会運営

委員会
本会議

（議案上程） （一般質問）

本会議 （議案質疑）

（一般質問）

7 8 9 10 11 12 13
総務生活
常任委員会

産業建設
常任委員会

教育厚生
常任委員会

14 15 16 17 18 19 20
議会運営
委員会

本会議
（委員長報告）

全員協議会 （議案採決）


